
 

 

 

 

タイムスケジュール 

「桜梅桃李」という言葉が好き! 

それぞれ可憐に咲き使命を果たしながら人々の心を和

ませてくれる花・花・花。 

一人ひとりが今、居る場所で自分らしく生き、自分らしく「きら

きら」と輝いていける２１世紀でありたい…。 

 

１２：００ 開場 

      「いきいき交流広場」 

展示・販売 

１３：００ オープニングイベント 

１３：２０ 実行委員会委員長・市長に 

よる挨拶 

１３：３０ 菊地幸夫弁護士 講演会 

１５：００ 講演会終了 

      「いきいき交流広場」再開 

１６：００ 終了 

１３：３０～ 

講師 菊地 幸夫弁護士 

弁護士として活躍しながら、日本テレビ「行列の
できる法律相談所」「爽快情報バラエティー ス
ッキリ!!」にレギュラー出演されています。 

伊賀市男女共同参画ネットワーク会議

（いきいきネット）会員団体による、活

動内容の展示・物産の販売。 

 

日時 平成２５年６月１５日（土）  
開場１３：３０ 

開演１４：００ 

（上映１４：１５～） 

場所 ふるさと会館いが  
大ホール 

テーマ「～仕事も家庭も一生懸命！ 
～出会いの人生から学んだこと」 

 

☆講演会場への入場には、整理券が必要です（無料）。整理券の
お問い合わせは、男女共同参画センターへ。 

１３：００～ 

スクリーン劇「きいちゃん」 

ｂｙエプロンリンガーズ（IDA 彩） 

 

今年は東日本大震災の「被

災地支援企画」として被災

地の物産販売を行います。

ぜひお立ち寄り下さい！ 

12：00～13：00、15：00～16：00 

※入場には整理券が必要

です（無料） 

 詳しくは、男女共同参
画センターへお問い合
わせください。 
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 伊賀市では現在、「第２次伊賀市男女

共同参画基本計画」に基づき、さまざ

まな事業を展開しています。計画の基

本理念である「だれもが輝く男女共同

参画社会の実現」を目指し、３つの基

本目標、１１の基本施策、２８の具体

的施策が定められています。 

 女性リーダー養成連続講座の開催は、第２次伊賀市男女共同参画基本計画の基本施策４

「女性のエンパワーメント（家庭や社会のあらゆる分野で、自分で意思決定し、行動する

力を身につけること）」の具体的施策の一つです。５年間で１００名の女性リーダーを養成

することを目標に、平成２３年度から開催しています。 

 この講座は全８回のうち５回は講義形式で、各回の講師がその専門とする分野から男女

共同参画を語っていただきました。残りの３回はワークショップで、伊賀市の「ほっとけ

ない」課題の掘り出しと解決するための方策を話し合い、まとめていきます。 

 第２期生のみなさんは、初めの頃こそ全体的に静かな印象でしたが、回を重ねるうちに

メンバーと打ち解け、発言も活発にされるようになりました。修了後のアンケートでは、「有

意義であっという間だった」「DVやハラスメントなど知る機会が少ない問題なので、情報

が得られてよかった」「発表することに対する苦手意識が取れた」「講師の方の話が楽しか

った」などの感想がありました。修了生のみなさんには、講座での知識や経験を活かした

活躍を期待したいと思います。 

  



 

 

○M字カーブ 

 日本人女性の年齢階級別の労働力率（１５歳

以上の人口に占める求職中の人も含めた働く人

の割合）をグラフで表すと、学校卒業後２０歳

代でピークに達し、その後３０歳代の出産・育

児期に落ち込み、子育てが一段落した４０歳代

で再上昇し、アルファベットの「M」の形に似

た曲線を描く傾向が見られます。「M字カーブ」

とは、このグラフの形態を指し、日本人女性の

就業状況の特徴を表す用語として用いられてい

ます。日本独特の形であり、他の先進国にはほ

とんどありません。 

○労働力人口の減少 

日本はこの先、どんどん少子高齢化が進みます。

そして労働力人口は高齢化しながら減少すると

予想されています。そうなれば、経済成長にも

少なからずマイナスの影響を与えること、また

社会保障制度の安全な運用ができなくなること

が懸念されることから、国は働く意欲と能力の

ある人が就業できる仕組みづくりを強く進めよ

うとしています。 

 

○女性の力が経済再生の柱 

 そこで、働き盛りの年齢でありながら、労働

力率が落ち込む３０歳代の女性が注目されてい

るのです。最近では安倍首相も経済再生の成長

戦略の基本方針として「女性の活躍」を掲げて

います。そして、女性の就労環境向上のための

取り組みを発表しました。その中身は、育児休

業の延長、スムーズに復職できるような支援体

制の構築、保育施設の充実などです。 

 ただ、仕事を休んで育児の時間を大事にした

い、と望む女性ばかりではないのです。子ども

がいてもキャリアアップを目指し、現場を離れ

たくないと思う女性もいます。育児や介護など

の事情から、時間的な制約があるなかでも働き

続けられるよう働き方を選べることができるよ

うになれば、働きやすくなると思うのです。企

業には、制度の整備とともに、多様な働き方が

受け入れられるよう、企業内の意識改革への取

り組みが望まれます。 

（男女共同参画係） 

市内で活動中の団体・サークル・

個人が会員登録しています。会員

独自の活動を尊重し、連携と情

報交換を通じて真の男女共同

参画社会の実現をめざす活動

をしています。 

※営利を目的としないこと。 

● いきいきネット加入団体の方は、４階の施設使用料が免除 

されます。 

● センター内の「各団体専用ポスト」を使うことで、互いに 

情報発信・情報交換することができます。 

● 情報紙で活動PRすることができます。 

● 他の団体と交流する場に参加できます。 

● 男女共同参画フォーラム「いきいき未来いが」を企画・運営 

できます。 

男女共同参画を実践している団体の方、ぜひ、いきいきネット会員にお申込しませんか。 

随時、受付していますので、ご連絡お待ちしております。 ℡（０５９５）22－９６３２ 



 

 

 

結果は、市担当者に伝えてい

ます。みなさんも楽しそうな

センターを活用して、パパと一

緒に子育てしてね。  

 

 

伊賀市６箇所の子育て支援センターの協力のもと、子育てママの“今”をうかがいました。 

答えてくれた母親５４人 

20代   2８% 

30代   5９% 

40代   1３% 

 

核家族      70%     

同居家族     30％ 

 

育児専業   76%    

育児休暇中  20％ 

求職中     ２%  

無回答     ２%  

 

子育てが一段落したら 

働きたいと思っている 

パートナー(パパ)へ、ひと言 

・いつも子育てに協力してくれてありがとう。 

休日には、私に一人になる時間をくれて感謝して

います。 

・育児に専念させてくれてありがとう。 

・いつも家族を見守ってくれてありがとう。 

体には気をつけて。 

・（子どもの）泣き声もう少し我慢してほしいな～。 

・助かっていますが、もっと広い心でいてください。

育児は結構大変ですよ。 

・いつもお仕事お疲れ様、休みの日も家事を手伝っ

てくれてありがとう、感謝しています。 

９６％ ５４人に 要 望 

・広報など活用し、もっと情

報発信広げてもらえるとう

れしいです。 

・土日、休日も利用できると

助かります。 

・託児所付の職場がたくさん

増えると嬉しい。 

・ハイトピアは、車では行き

にくく私を含め周りの友達

も利用できなくて残念です。 

・ハイトピアは、伊賀市全 

体からの申込みができると

思うが、受け入れ人数が少な

すぎだと思う。 

支援センター利用してみての感想 

・同じ子育て世代のお母さん方とお話しできて 

リラックスできる。 

・家にはないおもちゃで遊ぶことができる。 

同世代の子どもと遊べる機会がある。 

・安心して遊べる工夫がされていて、いろいろな

行事も計画されて楽しいです。 

・スタッフの方は親切で、雰囲気もよく利用しや

すいです。 

・家に置けないおおきなおもちゃが気に入ってよ

く遊びます。広いので、のびのび遊べて助かり

ます。 

・島ヶ原は、スタッフさんが子どもと遊んでくれ

るので、育児に疲れたときに本当に助かります。 

・いつも親切に相談に乗っていただいて、すごく

うれしいです。気分転換にとてもなります。 

“早く行きたいな”と思える場所です。 

・気軽に遊びに行けて助かっています。 

引きこもることも減り、感謝ばかりです。 

きらきらアンケート 

 


